
現在の研究テーマと内容

ワクチンとは主に感染症の予防に用いる医薬品で、弱毒化または不活化した病原体をその有効成分と

して利用します。天然痘の撲滅に代表されるように、これまでに人類の疾病予防に多大な貢献をしいる

だけでなく、現在猛威を振るっている新型コロナウイルス感染症でも、ワクチンはその収束の鍵となっ

ています。しかしながら、ワクチンは健康な人に対して使用するものであることから、その副反応がし

ばしば問題とされていることも事実です。その副反応をできるだけ抑えるために、今日では病原体から

必要な成分を取り出したコンポーネントワクチンがその開発の主流となっています。その一方で、コン

ポーネントワクチンでは有効性や持続性の低下も指摘されています。この有効性や持続性の低下に対し

て必要とされるのがアジュバントと呼ばれる物質で、ワクチンの効果、すなわち免疫原性を高める物質

です。

当研究室では、様々な天然物や医薬品の中から、実験動物を使用したin vivoでのスクリーニングによ

り、より安全で使いやすいアジュバントを探索します。さらに、見出したアジュバントについて、その

作用メカニズムを解明し、効果的な接種経路や組成についても検討する予定です。

これまでの研究成果と今後の展開

これまでの実験動物を使用したin vivoでのスクリーニングにより、いくつかアジュバント活性を有

する新規物質を見出しています（これまでの業績1～4）。2020年度に私が本学に赴任してからは、

卵白アルブミンをモデル抗原としたアジュバント活性の評価系を立ち上げ、様々な天然物や医薬品の

中から有望な新規アジュバントを探索する準備が整ったところです。

また、私のこれまでの研究では、ワクチン抗原としてのペプチドの利用の可能性についても評価し

てきました。一般的にペプチドは免疫原性が低く、ワクチン抗原としての利用には向きません。しか

し、これまでの検討により、ペプチドであっても免疫原性を改善し、ワクチン抗原として利用できる

可能性があります（これまでの業績4～6）。

そこで、本学では、新規のアジュバントを探索すると共に、そのアジュバントを基にペプチドのワ

クチン抗原としての可能性についても検討したいと考えています。
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当研究室のテーマはワクチンの臨床応用につながると共に、基礎的な研究も視野に入れたもので

す。動物実験は避けては通れませんが、ワクチンに興味があり、地道に研究ができる方のご連絡を

お待ちしています。
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